
取り組みに関するポイントとチェックリスト付!

事 業 主 の 皆 さ ま へ

現在の日本は、「少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少」や「育
児や介護との両立など、働く人のニーズの多様化」などに直
面しており、就業機会の拡大や個々の事情に応じて働ける環

境整備が求められています。働く人の事情により、多様で柔軟な働き方を自分で選択でき
る社会を実現すること、これが働き方改革です。働き方改革は、単なる法令対応ではなく、
人材確保・定着や生産性向上にもつながる重要な取り組みです。

多様な働き方を
実現したい

柔軟な働き方を
実現するための措置義務

効率をアップし、
長時間労働を減らしたい 生産性向上（割増賃金率引き上げ） 22

残業規制に
しっかり対応したい 時間外労働の特例廃止 33

従業員の心身の
健康を守りたい 勤務間インターバル制度 44

不合理な労働条件の
格差をなくしたい

労働条件明示ルール・
同一労働同一賃金 55

ハラスメントへの
意識を高めたい ハラスメントの防止

パート従業員に
長く働いてほしい 77社会保険の適用拡大
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働き方改革って?

よりよい職場環境の
実現のために

ここに注目！働き方
改革実現のポイント

全国商工会連合会
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働き方改革を働き方改革
進めていますか？進めていますか？

2025年度働き方改革推進支援助成金
（団体推進コース）


